
「
商
工
会
合
併
の
促
進
を
」
と
挨
拶
す
る
石
澤
会
長
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今
か
ら
一
〜
二
億
年
ほ

ど
前
の
中
生
代
に
は
ア

シ
、
シ
ダ
類
の
植
物
と

と
も
に
、
多
種
多
様
な
恐
竜
た

ち
が
生
息
し
て
い
た
。
彼
ら
は

古
生
代
の
生
物
に
比
べ
て
随
分

進
歩
し
て
い
て
、
生
命
力
に
満

ち
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
彼
ら
の
時
代
は
想
像
を

絶
す
る
ほ
ど
長
く
続
い
た
の
だ

が
、
や
が
て
恐
竜
た
ち
の
時
代

は
終
わ
り
を
告
げ
た
▼
何
故
あ

の
強
大
な
恐
竜
た
ち
は
滅
ん
で

し
ま
っ
た
の
か
。
闊
歩
し
て
い

た
恐
竜
た
ち
の
生
命
を
阻
ん
だ

の
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は

彼
ら
が
享
受
し
て
き
た
幸
運
を

終
わ
り
に
さ
せ
る
条
件
が
押
し

寄
せ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
つ

い
に
は
絶
滅
の
脅
威
、
迫
り
来

る
寒
冷
に
適
応
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
▼
新
生

代
に
は
、
鳥
類
や
ほ
乳
類
が
時

代
の
後
継
者
と
な
っ
た
。
こ
の

大
変
動
の
下
で
、
変
形
し
適
応

す
る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し

た
種
こ
そ
、
鳥
類
や
ほ
乳
類
で

あ
っ
た
。
だ
が
さ
て
、
今
は
ど

う
な
の
か
。
中
生
代
に
お
い
て

は
新
種
が
奨
励
さ
れ
ず
、
抑
圧

さ
れ
て
い
た
だ
け
に
。

の
来
賓
、
商
工
会
長
ら
出
席
者
は

和
や
か
に
懇
談
し
た
。

導
に
力
を
入
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
に
全
力
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
組
織
と
財
政
基
盤
の

強
化
を
行
い
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
を

強
化
す
る
た
め
に
も
商
工
会
の
合

併
を
促
進
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
十
九
年
度

商
工
会
元
気
推
奨
優
良
店
の

表
彰
を
行
い
、
石
井
県
知
事
、

森
県
市
長
会
長
、
魚
津
県
町

村
会
長
、
石
澤
会
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
者
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
石
井
県
知
事
、

仲
県
議
会
議
長
、
犬
島
県
商

工
会
議
所
連
合
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
、
中
小
企
業
庁

の
高
原
事
業
環
境
部
長
の
発

声
で
乾
杯
。
県
、
県
議
会
、

関
係
団
体
、
金
融
機
関
代
表

　

冒
頭
に
石
澤
会
長
は
「
原
油
価

格
の
高
騰
や
、
改
正
建
築
基
準
法

に
伴
う
住
宅
着
工
件
数
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
中
小
零
細
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
商
工
会
は
関
係
機
関
と

密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
経
営
指

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
会
長
）
は
一
月
十
日
、
新

春
懇
談
会
を
富
山
市
内
で
開
催
し
た
。石
井
県
知
事
他
多
数
の
来
賓

と
県
下
三
十
一
商
工
会
長
・
事
務
局
責
任
者
ら
約
百
二
十
名
が
出
席

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
商
工
会
合
併
の
促
進
を
決
意
し
た
。

　

新
春
懇
談
会
に
先
立
ち
、
石
澤

会
長
と
県
下
三
十
一
商
工
会
長
等

は
、
県
商
工
会
議
員
連
盟
（
鹿
熊

代
表
幹
事
）
の
県
議
会
議
員
（
九

名
出
席
）
を
招
き
、
小
規
模
事
業

対
策
や
組
織
再
編
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。

　

県
議
会
議
員
か
ら
は
、「
貸
し
渋

り
等
の
金
融
対
策
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
資
料
を
示
し
て
要
望
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
中
小
企
業
の
金

融
対
策
に
取
り
組
み
や
す
い
。
ま

た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い

て
、
市
町
村
合
併
後
、
県
内
の
商

工
会
地
域
に
つ
い
て
は
足
踏
み
を

し
て
い
る
状
況
に
見
え
る
。
中
心

市
街
地
活
性
化
に
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。

主な内容
２　富山市長・射水市長、同市
議会議長との懇談会

３　新商工会Ｑ＆Ａ
４　商工会元気シリーズ　モデ
ル企業

５　商工会ＮＥＷＳ
６　チャレンジ創業、ワンポイ
ント税務

７　３月イベント案内
８　商工会のインターネット
サービス

商商
工工
会会
関関
係係
県県
議議
会会
議議
員員
とと
意意
見見
交交
換換
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県
商
工
会
連
合
会
の
石
澤
会
長
、

川
原
・
大
西
両
副
会
長
等
は
、
一

月
十
五
日
に
石
井
県
知
事
を
訪
れ
、

平
成
二
十
年
度
県
予
算
に
関
す
る

要
望
を
し
た
。

　

重
点
要
望
と
し
て
は
、
四
月
に

発
足
す
る
射
水
市
商
工
会
へ
の
商

工
会
連
携
強
化
事
業
、
若
手
社
員

定
着
化
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
派
遣
の
対
象
事
業

者
拡
充
、
こ
れ
ら
の
各
事
業
費
の

確
保
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
公
共
投
資
の
縮
減
や
受

注
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
会
員
の

三
割
を
占
め
る
中
小
建
設
業
は
厳

し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
関
連
事
業
者
を
含

め
た
資
金
調
達
の
円
滑
化
な
ど
に

適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
た
。

　

さ
ら
に
、
公
共
工
事
の
入
札
に

際
し
て
は
、
国
土
保
全
、
地
域
防

災
に
寄
与
す
る
中
小
建
設
業
向
け

公
共
工
事
と
優
先
発
注
制
度
を
推

進
さ
れ
、
地
元
建
設
業
の
受
注
機

会
及
び
受
注
量
が
増
大
す
る
よ
う

積
極
的
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
よ

う
要
望
し
た
。

　

要
望
七
項
目
は
次
の
と
お
り
。

一
、
小
規
模
事
業
対
策
予
算
の

確
保

一
、
補
助
対
象
職
員
の
確
保
と
適

正
配
置

一
、
地
域
産
業
基
盤
の
充
実
、
創

業
・
経
営
革
新
支
援
の
強
化

一
、
中
小
零
細
企
業
に
対
す
る
金

融
対
策
の
推
進

一
、
地
元
中
小
建
設
業
、
同
関
連

事
業
者
の
受
注
拡
大

一
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
支
援

一
、
観
光
振
興
対
策
の
推
進
、
農

商
工
の
連
携

　

会
議
で
は
、
事
務
局
よ
り
商
工

会
の
組
織
や
商
工
業
者
数
の
状
況
、

○
商
工
会
の
合
併
に
対
す
る
支
援

○
市
商
工
業
振
興
資
金
制
度
の
融

資
額
の
現
行
確
保
及
び
保
証
料

全
額
補
給
、
融
資
利
率
に
対
す

る
助
成
率
の
現
行
確
保

　

富
山
市
長
・
同
市
議
会
議
長
と

の
懇
談
会
が
二
月
五
日
、
森
市
長
、

佐
伯
市
議
会
議
長
と
市
内
八
商
工

会
の
会
長
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
、
商
店
街
活
性
化
や
合
併
支
援

な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

射
水
市
長
・
同
市
議
会
議
長
と

の
懇
談
会
が
一
月
二
十
一
日
、
分

家
市
長
、
横
堀
市
議
会
議
長
と
市

内
四
商
工
会
の
会
長
ら
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
、
四
月
に
新
商
工
会

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
射
水
市
商

工
会
へ
の
支
援
な
ど
を
要
望
し
た
。

県
の
新
年
度
予
算
編
成

　
県
の
新
年
度
予
算
編
成

県
の
新
年
度
予
算
編
成

石
井
県
知
事
へ
中
小
建
設
業
の
受
注
拡
大
な
ど
を
要
望

富
山
市
長
・
同
市
議
会
議
長

と
の
懇
談
会

店
街
活
性
化
支
援
を
要
望

商

射
水
市
長
・
同
市
議
会
議
長

と
の
懇
談
会

域
活
性
化
支
援
を
要
望

地

商工会の合併支援をお願いする石澤会長

県
内
商
工

会
合
併
等

推
進
状
況

の
説
明
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
市

南
部
地
域

の
五
商
工

会
が
連
携

し
て
実
施
し
た
「
高
山
線
沿
線
探

検
隊
」
に
つ
い
て
、
昨
年
度
よ
り

二
割
ア
ッ
プ
の
百
五
十
二
名
の
参

加
で
あ
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
商
工
会
側
か

ら
「
合
併
後
は
、
商
工
会
の
予
算

と
人
員
減
が
予
測
さ
れ
る
。
各
地

域
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
は
、

市
の
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、森
市
長
は「
商

工
会
は
地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承

す
る
役
割
も
担
っ
て
き
た
。
市
と

し
て
も
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

主
な
要
望
事
項

○
経
営
改
善
普
及
事
業
に
係
る
補

助
制
度
の
維
持
及
び
予
算
の

確
保

○
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
よ
る
地
域
活

性
化
へ
の
支
援

市側と活発な意見交換

　

主
な
要
望
事
項

○
新
商
工
会
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

整
備
事
業
へ
の
支
援

○
商
店
街
活
性
化
の
た
め
の
鏝
絵

看
板
製
作
や
街
な
み
ア
ー
ト
事

業
へ
の
支
援

○
地
域
活

性
化
の

た
め
に

開
催
し

て
い
る

イ
ベ
ン

ト
事
業

へ
の
支

援

大地・明日に向かって
� � �
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企
業
政
策
の
要
点
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

ま
た
、
全
国
商
工
会
連
合
会
が

長
年
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た
事

業
承
継
税
制
に
つ
い
て
、
非
上
場

株
式
等
に
か
か
る
相
続
税
の
特
例

措
置
が
、
現
行
の
十
％
軽
減
措
置

か
ら
八
十
％
の
納
税
猶
予
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
抜
本
的
に
拡
充
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

一
月
十
日
、
県
内
商
工
会
長
と

事
務
局
長
を
対
象
に
、
中
小
企
業

庁
の
高
原
事
業
環
境
部
長
よ
り

「
中
小
企
業
政
策
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
あ
っ
た
。

　

高
原
事
業
環
境
部
長
は
「
経
済

の
持
続
的
成
長
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
中
小
企
業
の
生
産
性
が
向

上
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
中
小
企

業
庁
は
『
中
小
企
業
生
産
性
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
取
り
ま
と
め

た
。
平
成
二
十
度
は
、
企
業
支
援

に
取
り
組
む
拠
点
を
三
百
ヶ
所
選

定
し
て
、
商
品
開
発
・
取
引
拡
大

な
ど
企
業
毎
の
経
営
課
題
を
目
に

見
え
る
形
に
す
る
お
手
伝
い
を
す

る
。
そ
し
て
、
き
め
細
か
く
経
営

支
援
を
行
う
。
ま
た
、
新
し
い
付

加
価
値
を
生
み
出
す
た
め
、
農
商

工
の
連
携
を
応
援
す
る
」
と
中
小

Ｑ
組
織
が
大
き
く
な
っ
て
、
親
密

感
が
な
く
な
る
の
で
は
？

Ａ
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
き
め
細
か
な

対
応
を
心
が
け
、
会
員
と
の
親
近

感
が
強
ま
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
現
在
加
入
し
て
い
る
共
済
は
？

Ａ
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。
必

要
な
手
続
き
は
、
新
商
工
会
が
行

い
ま
す
。

Ｑ
共
済
等
の
集
金
は
ど
う
な
る
？

Ａ
火
災
共
済
な
ど
の
集
金
が
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
従

来
ど
お
り
集
金
し
ま
す
。

Ｑ
研
修
会
や
会
合
の
開
催
場
所

は
？

Ａ
研
修
会
は
対
象
者
の
多
い
地
域

を
中
心
に
、
ま
た
会
合
等
も
含
め

て
移
動
さ
せ
る
方
法
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

Ｑ
労
働
保
険
事
務
手
続
や
決
算
指

導
は
ど
う
な
る
？

Ａ
労
働
保
険
の
事
務
手
続
き
に
つ

い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　

決
算
指
導
に
つ
い
て
は
、
自
計

化
を
推
進
し
ま
す
。

Ｑ
各
地
域
の
振
興
事
業
は
ど
う
な

る
？

Ａ
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
地
域

支
部
単
位
で
引
き
続
き
行
い
ま
す

が
、
合
併
を
機
に
必
要
性
・
効
率

な
ど
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
今
ま
で
の
よ
う
な
相
談
・
指
導

は
受
け
ら
れ
る
の
？

Ａ
各
地
域
に
本
所
・
支
所
が
設
置

さ
れ
ま
す
。
経
営
改
善
普
及
事
業

は
従
来
ど
お
り
で
、
巡
回
と
窓
口

相
談
を
通
し
て
会
員
へ
の
経
営
支

援
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
合
併
に
よ
る
会
員
へ
の
メ
リ
ッ

ト
は
？

Ａ
経
営
指
導
員
に
よ
る
徹
底
し
た

巡
回
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
事
業

所
で
の
相
談
・
指
導
機
会
が
増
え

ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
の
拡
大
に
伴
い
、

研
修
会
等
が
体
系
化
さ
れ
る
な
ど

充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
新
商
工
会
へ
の
加
入
手
続
き
は

必
要
？

Ａ
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

改
正
さ
れ
た
商
工
会
法
は
再
加

入
手
続
き
を
行
う
こ
と
な
く
新
商

工
会
に
承
継
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
よ
り
県
内
に
お
い
て
も

大
規
模
な
商
工
会
が
誕
生
し
ま

す
。
新
商
工
会
に
お
け
る
会
員

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
例
を
示

し
ま
す
。

新
商
工
会 

＆
ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

　

二
月
十
九
日
、
県
中
小
企
業
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
特
産
品
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
や
深
層

水
な
ど
各
地
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
食
品
十
五
種
と
、
伝
統
の
あ

る
和
紙
製
品
や
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
な
ど
非
食
品
十
種
の
計
二
十

五
種
が
出
品
。

　

百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
・
宿
泊
施

設
等
の
担
当
者
と
専
門
家
か
ら
は
、

味
付
け
や
デ

ザ
イ
ン
等
の

ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
販
路

拡
大
へ
繋
が

る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
。

�
�
�
�
�

���

���

中小企業施策を聞く商工会長等

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
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設
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
、
従
来
よ
り
効
率
の

良
い
商
品
開
発
か
ら
生
産
、
在
庫

管
理
と
出
荷
が
出
来
る
よ
う
立
体

自
動
倉
庫
の
隣
接
に
新
た
な
工
場

を
建
て
、
商
品
開
発
か
ら
出
荷
ま

で
の
一
貫
し
た
生
産
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
し
た
。

　

年
々
、
木
工
製
品
を
取
り
巻
く

環
境
問
題
や
、
お
客
様
か
ら
の
ご

要
望
（
品
質
、
納
期
）
は
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

同
市
松
永
の
工
場
は
、
�
創
愛
ブ

ラ
ン
ド�
製
品
を
、
企
画
・
商
品

開
発
・
資
材
管
理
・
生
産
・
在
庫

管
理
・
出
荷
と
ト
ー
タ
ル
に
管
理

す
る
こ
と
で
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
社
員
の
問
題
意
識

の
向
上
も
あ
っ
て
、
平
成
十
七
年

よ
り
、
第
三
土
曜
日
に
全
従
業
員

と
一
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

各
部
門
の
問
題
発
表
を
全
員
で

改
善
の
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
会

社
と
従
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て

日
々
前
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
昨
年
十
月

に
「
快
適
職
場
推
進
事
業
所
」
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

時
代
と
共
に
、
住
ま
い
に
求
め

ら
れ
る
も
の
が
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
そ
の
変
化
を
い
ち
早
く

捉
え
、
提
案
で
き
る
商
品
開
発
と
、

安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
る
品

質
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
お
届
け

で
き
る
効
率
を
求
め
て
、
一
歩
づ

つ
前
進
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

��������	
����

　

当
社
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
泉

洋
商
事
㈱
石
動
工
場
と
し
て
、
小

矢
部
市
泉
町
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

型
部
門
と
木
工
加
工
部
門
に
て
操

業
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
、
泉
洋
商
事
㈱

か
ら
泉
洋
化
工
㈱
と
し
て
独
立
。

　

昭
和
四
十
五
年
に
同
市
石
坂
に

工
場
を
建
設
し
、
昭
和
四
十
七
年

か
ら
家
具
の
生
産
を
開
始
し
ま
し

た
。昭
和
五
十
年
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
型
部
門
を
閉
鎖
し
て
、
昭
和
五

十
二
年
よ
り�
創
愛
ブ
ラ
ン
ド�
の

自
社
製
品
の
製
造
を
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
年
、
当
時
、
業
界
で

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
立

体
自
動
倉
庫
を
、
同
市
松
永
に
建泉洋化工㈱　工場

�������������

品質、商品開発、
　　　　効率の追求

当
社
の
沿
革

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で

効
率
よ
く
管
理
・
出
荷

立
体
自
動
倉
庫
で

効
率
よ
く
管
理
・
出
荷

一
貫
し
た
生
産
シ
ス
テ
ム
で

お
客
様
の
要
望
に
応
え
る

快
適
な
職
場
づ
く
り

今
後
の
方
針

◆会社の内容◆

�社　　名　泉洋化工株式会社
�代表取締役社長
　　廣　谷　良　雄
�創　　立　昭和３６年
�設　　立　昭和４１年
�事業内容　木製家具製造
�住　　所
　　富山県小矢部市松永３８－１
�Ｔ Ｅ Ｌ　０７６６－６７－１１５８
�Ｆ Ａ Ｘ　０７６６－６８－１５９６

代代表表取取締締役役社社長長
廣廣 谷 良 雄谷 良 雄

地域と共に歩む

大島 金融協会
高岡信用金庫大島支店

北陸銀行大島支店

富山信用金庫大島支店

富山県信用組合射水支店

ＪＡいみず野大島支店

射水市中野６２０‐１　�（０７６６）５２‐０４００㈹　FAX（０７６６）５２‐５５３９

代表取締役　佐々木　章

民間車検工場
特定自主検査工場

産業車輌・各種自動車
販売修理・板金塗装

ＧＳバッテリー・電装品販売修理
医用機器販売修理

射水市中野６２０‐１　�（０７６６）５２‐４６０８㈹　FAX（０７６６）５２‐５５３９

株式
会社 佐々木リース商事

有限
会社 ティーディーエス

��������	
��

�
������������
������������
������������������������
������������������������

　

�������
とびっきりお得な　　　　　

��������������
●忘新年宴会
●各種ご会合 ��������	
����������	
��

９：００～２５：００ 年中無休・２４時間営業営業時間

射水市新開発４５８の１
TEL（０７６６）５２‐３９２２

射水市新開発４５８の２
TEL（０７６６）５２‐２５００　FAX（０７６６）５２‐２５０５

¥3,000
より
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新
作
踊
り
の

歌
詩
を
選
ぶ
委
員
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戸出商工会

裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁
判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判
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度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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中
田
商
工
会
青
年
部

縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
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染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
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小
矢
部
商
工
会
女
性
部

を
試
作
し
た
。
ま
た
、
の
れ
ん
に

は
「
お
や
べ
」
と
い
う
統
一
ロ
ゴ

を
使
用
し
、
各
事
業
所
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
や
特
徴
・
屋
号
を
取
り

入
れ
な
が
ら
お
客
様
が
見
て
楽
し

い
の
れ
ん
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
部
員

の
お
店
や
事
業
所
に
飾
り
、「
縄
文

の
ま
ち
小
矢
部
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
女
性
部
で
は
、
今

後
さ
ら
に
縄
文
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
有
効
な
手
段
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

縄文染めでのれんを作る部員

　

小
矢
部
商
工
会
女
性
部
（
後
藤

喜
美
子
部
長
）
は
、
全
国
で
も
重

要
な
遺
産
と
い
え
る
小
矢
部
市
の

桜
町
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
出
土

品
に
着
目
し
、「
縄
文
の
ま
ち
」
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
桜
町
遺
跡
の

出
土
品
に
ち
な
ん
だ
縄
文
染
め
の

開
発
を
行
っ
た
。

　

一
月
十
九
・
二
十
六
日
の
同
女

性
部
の
「
の
れ
ん
染
め
講
習
会
」

に
は
、
部
員
三
十
名
が
参
加
。
染

色
研
究
家
の
林
泣
童
氏
か
ら
指
導

を
受
け
、
縄
文
染
め
と
し
て
ド
ン

グ
リ
や
山
菜
の
コ
ゴ
ミ
を
使
っ
た

染
料
を
作
り
、
薬
品
と
混
ぜ
合
わ

せ
て
ド
ン
グ
リ
は
灰
色
、
コ
ゴ
ミ

は
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
仕
上
げ
、
コ

ス
タ
ー
や
木
綿
の
ハ
ン
カ
チ
な
ど

株式会社 織田は、火と土と水を通じて、
豊かな暮らしを提案します。

�  株式会社 織田
〒９３９‐０３５１ 射水市戸破４１１２‐１
　　　TEL（０７６６）５５‐０１０４
　　　FAX（０７６６）５５‐１８９６

小杉ビジネス倶楽部
理事長　杉　山　義　継

ア イ デ ィ ッ ク ㈱
㈱ 安 達 工 業
㈱アペックス和光
㈱ 大 谷 工 業
救 急 薬 品 工 業 ㈱
く み あ い 建 設 ㈱
㈱ ク レ ハ 食 品
黒 川 建 設 工 業 ㈱
源 平 製 薬 ㈱

㈱小杉光電社工事部
笹 谷 工 業 ㈱
三 耐 保 温 ㈱
伸 栄 工 業 ㈱
㈱ 杉 沢 薬 品
杉 山 製 機 ㈱
セ ト 電 子 工 業 ㈱
㈱ 大 成
㈲太陽空調サービス

タ ケ ウ チ ゴ ー セ イ ㈱
立 山 化 成 ㈱
中 部 薬 品 ㈱
㈱ デ ニ ム
道 路 技 術 サ ー ビ ス ㈱
㈱ グ ッ ド リ ー ム
富山信用金庫射水営業部
日本ハム中部直販㈱富山営業所
北 陸 銀 行 小 杉 支 店

北 陸 中 央 食 品 ㈱
北陸ローディング㈱
㈱ 松 定 商 事
㈱ ミ ヤ シ ゲ
ミ ユ キ 化 成 ㈱
ヤマサン食品工業㈱

青木孝弁護士
　

中
田
商
工
会
青

年
部
（
田
村
大
部

長
）
は
二
月
十
三

日
、
東
京
か
ら
青
木
孝
弁
護
士
を

招
き
来
年
五
月
迄
に
導
入
さ
れ
る

裁
判
員
制
度
の
講
習
会
を
開
催
し

て
同
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

青
木
弁
護
士
は
、「
従
業
員
が
選

ば
れ
た
場
合
は
休
暇
を
与
え
、
従

業
員
に
不
利
益
な
行
為
等
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
事
業
主
が

選
ば
れ
て
経
済
上
重
大
な
ダ
メ
ー

ジ
が
あ
る
場
合
は
辞
退
す
る
こ
と

も
で
き
る
」な
ど
、経
営
者
に
と
っ

て
必
要
な
知
識
を
紹
介
し
た
。

　

戸
出
商
工
会
と

戸
出
七
夕
ま
つ
り

実
行
委
員
会
で
つ

く
る
新
七
夕
踊
り

検
討
委
員
会
は
、

今
年
四
十
五
回
目

の
節
目
を
迎
え
る

戸
出
七
夕
ま
つ
り

開
催
に
向
け
て
、

街
流
し
の
新
し
い
踊
り
作
り
を
進

め
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
八
年
に
始
ま
っ
た
同

ま
つ
り
の
節
目
を
盛
り
上
げ
、
次

世
代
に
踊
り
継
が
れ
る
よ
う
な
踊

り
を
新
た
に
作
ろ
う
と
検
討
委
員

会
を
開
催
し
て
き
た
。
そ
の
中
、

幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、

わ
か
り
や
す
く
夢
の
あ
る
元
気
な

歌
を
制
作
し
よ
う
と
、
戸
出
七
夕

ま
つ
り
を
主
題
と
し
て
、
浴
衣
姿

で
踊
る
こ
と
を
想
定
し
、
募
集
要

項
を
設
け
て
踊
り
の
曲
の
歌
詞
を

募
集
し
た
。

　

ま
た
、
高

岡
市
戸
出
町

で
生
ま
れ
育

ち
、
実
家
が

街
流
し
ス

タ
ー
ト
地
点

傍
に
あ
り
、

七
夕
ま
つ
り

の
街
流
し
を
幼
い
頃
見
て
い
た
東

京
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
掛
札
文

香
氏
に
作
曲
を
依
頼
。
公
募
し
た

歌
詞
か
ら
昨
年
末
の
会
議
で
選
ん

だ
数
作
に
、
そ
れ
ぞ
れ
曲
を
付
け

て
も
ら
っ
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
掛
札
氏
の

同
席
の
も
と
、
曲
付
け
さ
れ
た
歌

詞
の
検
討
会
議
を
開
き
、
軽
や
か

な
踊
り
に
な
り
そ
う
な
ど
の
理
由

か
ら
、
高
岡
市
の
平
木
陽
子
氏
の

「
戸
出
七
夕
夢
物
語
り
」
の
歌
詞

を
新
作
踊
り
に
決
定
し
た
。

　

今
後
、「
戸
出
七
夕
夢
物
語
り
」

に
編
曲
・
振
り
付
け
を
し
て
新
し

い
街
流
し
踊
り
を
完
成
さ
せ
る
。
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事業主
中　山　俊　子

「ラウンジ竹泉」

出会いと安らぎの空間

№138

活
用
。
か
ば

や
き
経
営
者

が
退
き
、
一

年
余
り
空
い

て
い
た
店
を

再
度
活
用
し

て
創
業
に
こ

ぎ
つ
け
た
。

　

経
営
者
の

中
山
俊
子
さ

ん
は
、
地
元

の
ク
ラ
ブ
に

永
年
勤
務
し

計
画
を
温
め

て
い
た
。
将

来
の
生
活
を
考
え
、
家
族
と
共
に

で
き
る
仕
事
が
し
た
い
。
ま
た
今

ま
で
の
勤
務
で
知
り
合
っ
た
数
多

く
の
お
客
様
を
活
か
し
た
仕
事
を

と
考
え
開
業
を
決
意
し
た
。

�
商
工
会
で
相
談
す
る

　

知
り
合
い
の
紹
介
で
店
舗
を
探

し
た
。
想
い
を
商
工
会
役
員
の
大

家
さ
ん
に
伝
え
、
特
別
に
支
援
を

頂
き
助
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
商
工

会
に
相
談
を
し
た
。「
飲
食
店
を
開

業
し
た
い
、ど
の
よ
う
な
手
続
を
」

と
経
営
指
導
員
の
方
か
ら
教
わ
る
。

　

保
健
所
の
申
請
、
開
業
資
金
に

係
る
融
資
の
こ
と
の
何
か
と
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
。南
砺
市
の「
空

住
民
税
か
ら
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

各
年
に
お
い
て
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
可
能
額
と
税
源
移
譲
実

施
前
の
税
率
を
適
用
し
て
算
出
し

た
所
得
税
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い

金
額
か
ら
当
該
年
分
の
所
得
税
額

を
控
除
し
た
残
額
（
マ
イ
ナ
ス
の

場
合
は
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
翌

年
度
の
住
民
税
か
ら
減
額
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　

手
続

　

こ
の
措
置
は
、
該
当
者
が
市
町

村
長
に
対
し
「
市
町
村
民
税
及
び

県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
た
場

合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

提
出
期
限

　

原
則
と
し
て
毎
年
３
月　

日
ま

１５

で
で
、
税
務
署
を
経
由
し
て
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
い
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
が
、
市
･

県
民
税
か
ら
控
除
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
そ
の
内

容
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

Ａ

�

概
要

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に

伴
い
平
成　

年
分
以
降
の
所
得
税

１９

が
減
少
し
た
場
合
に
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
額
が
控
除
し
き
れ

な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
適
用
が
あ
る
人
（
平
成　
１１

年
か
ら　

年
ま
で
に
入
居
し
た
人

１８

に
限
る
）
の
平
成　

年
分
以
降
の

１９

き
店
舗
活
用
の
助
成
金
」
に
も
何

度
か
指
導
を
受
け
助
か
っ
た
。
約

二
ヶ
月
後
に
開
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

�
ゆ
っ
く
り
話
し
合
え
る
店
を

　

幸
福
と
長
寿
が
揃
い
、
飛
翔
と

生
命
力
を
表
す
「
竹
泉
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
し
た
。
お
店
は
、

名
前
か
ら
竹
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

外
観
デ
ザ
イ
ン
。
一
歩

店
内
に
入
る
と
明
る
い

照
明
と
木
を
使
っ
た
落

着
い
た
雰
囲
気
の
店
舗

と
な
っ
て
い
る
。
カ
ウ

ン
タ
ー
席
と
ボ
ッ
ク
ス

席
、
そ
し
て
小
グ
ル
ー

　

南
砺
市
荒
木
の
「
ラ
ウ
ン
ジ
竹

泉
」
は
、
福
光
丸
の
内
商
店
街
で

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
創
業
し
た

飲
食
店
。
誰
も
が
気
軽
に
低
料
金

で
利
用
で
き
る
お
店
と
し
て
一
昨

年
十
一
月
に
新
規
オ
ー
プ
ン
。
そ

の
後
順
調
に
客
数
も
伸
ば
し
、
お

客
さ
ん
の
お
祝
い
事
に
利
用
す
る

な
ど
地
元
に
愛
さ
れ
て
い
る
店
だ
。

�
再
度
し
も
た
や
対
策

　
 
嘗 
て
こ
の
店
舗
は
、
駅
前
近
く

か
つ

の
本
屋
だ
っ
た
。
大
型
化
し
て
郊

外
へ
移
転
し
、
そ
の
後
し
ば
ら
く

空
き
店
舗
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

店
を
商
工
会
の
指
導
で
「
福
光
か

ば
や
き
」
の
お
店
と
し
て
五
年
間

プ
向
け
に
小
上
が
り
が
あ
る
。
靴

を
脱
い
で
お
酒
が
楽
し
め
る
の
も

嬉
し
い
！
。

�
こ
れ
か
ら
も

　

開
店
し
て
一
年
が
経
過
し
た
。

お
客
様
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
出

会
い
と
安
ら
ぎ
の
空
間
と
、
心
の

癒
し
が
感
じ
ら
れ
る
お
店
を
目
指

し
て
い
る
、
だ
か
ら
カ

ラ
オ
ケ
は
無
い
。
オ
ー

ナ
ー
の
中
山
さ
ん
い
わ

く
、「
低
料
金
で
ゆ
っ
く

り
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」と
の
こ
と
。皆
さ

ん
是
非
ご
来
店
下
さ
い
。
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□ 五福スタジオ／〒９３０‐０８８３　富山市五福新町５７６８
TEL:（０７６）４３２‐０３５９　FAX:（０７６）４３３‐７７６４
E-mail:ebisudo-gofuku@mb.viplt.ne.jp

□ 山室事務所／〒９３９‐８０２２　富山市山室荒屋５１４
□ 針原スタジオ／〒９３１‐８４３１　富山市針原中町１８１‐２

看 板 全 般

ネオンサイン

店舗　設計・施工

建設業知事許可（般）第５１５９号
富山県屋外広告業登録 第１８４号
富山市屋外広告業登録 第６１６４号

お申込み、お問合せは地元商工会へ

●商工会員・青年部員・女性部員・職員の４種類のカー

ドがあり、身分証になります。

●商工会カードサービス加盟店で割引等の優待があり

ます。

入入会会金金・・年年会会費費 無無料料！！

情報漏洩、セキュリティ対策に悩まされていませんか？

株式会社 不二越情報システム
〒９３０‐０９６５　富山市不二越本町１丁目１番１号
TEL：０７６‐４９３‐７２０１　e-Mail：fiscc@nachi.co.jp

・コンテンツ管理 /監視
・暗号化、ユーザー認証
・インテリジェント監視カメラ
・ネットワークセキュリティ(ファイヤウォール )
・シンクライアント /VPN
・スパム、ウィルスメール対策 一度

、ご相
談くだ

さい。

第
十
八
回
南
砺

い
の
く
ち
椿
ま
つ
り

井 口
　

第
十
八
回
南
砺
い
の
く
ち
椿
ま

つ
り
が
二
十
二
日�
〜
二
十
三
日

�
、
井
口
カ
イ
ニ
ョ
と
椿
の
森
公

園
（
い
の
く
ち
椿
館
・
原
種
椿
園
・

育
成
温
室
）・
井
口
中
学
校
体
育
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

　

い
の
く
ち
椿
館
で
は
切
り
花
・

鉢
植
え
・
生
け
花
の
展
示
が
行
わ

れ
、
切
り
花
は
東
京
都
大
島
町
他

県
内
外
か
ら
の
賛
助
出
品
を
予
定

し
て
い
る
。
井
口
か
ら
は
「
い
の

く
ち
の
香
り
」「
い
の
く
ち
の
ほ
の

か
」な
ど
多
数
展
示
す
る
。　
　
　

　

お
茶
席
も
あ
り
、
椿
を
愛
で
な

が
ら
の
一
服
も
楽
し
め
る
。

　

原
種
椿
園
や
育
成
温
室
で
は
、

め
ず
ら
し
い
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
の

椿
約
八
十
種
が
観
賞
で
き
る
。

　

井
口
中
学
校
体
育
館
会
場
で
は

椿
に
関
す
る
市
民
作
品
の
展
示
や
、

椿
寿
司
作
り
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

椿
の
挿
し
木
体
験
・
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の「
体
験
コ
ー

ナ
ー
」、そ
し
て
地
元
の
特
産
品
販

売
や
、う
ど
ん
・
蕎
麦
・
岩
魚
・
餃
子

や
も
ち
つ
き
（
黒
豆

も
ち
）な
ど
の「
味
わ

い
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

が
設
け
ら
れ
る
。

　

詳
し
く
は
、
井
口

商
工
会
（
電
話
０
７

６
３
―
６
４
―
２
２

３
９
）
迄
お
問
合
せ

下
さ
い
。

艶やかな椿を多数展示

　

政
府
は
、
関
係
閣
僚
に
よ
る
会

合
申
合
わ
せ
で
、
年
度
末
に
向
け

た
中
小
企
業
対
策
を
決
定
し
た
。

　

原
油
価
格
の
上
昇
や
建
築
着
工

件
数
の
落
込
み
等
に
よ
り
、
収
益

圧
迫
や
資
金
繰
り
の
厳
し
さ
が
増

す
な
ど
、
中
小
企
業
の
経
営
環
境

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

年
度
末
の
資
金
繰
り
に
向
け
て
金

融
面
で
次
の
対
策
を
講
じ
る
。

①
原
油
・
建
築
関
連
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
の
継
続
・
強
化

　

現
行
対
象
業
種（
五
十
三
業
種
）

の
指
定
期
間
を
三
月
末
か
ら
六
月

末
ま
で
延
長
。
さ
ら
に
、
業
況
の

悪
化
が
著
し
い
業
種
を
対
象
業
種

に
追
加
指
定
す
る
。

②
小
規
模
・
零
細
事
業
者
の
年
度

末
金
融
の
円
滑
化
の
推
進

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
第
三
者

保
証
人
不
要
融
資
制
度
の
融
資
限

度
額
を
二
千
万
円
か
ら
四
千
八
百

万
円
に
引
き
上
げ
る
。

③
年
度
末
の
金
融
繁
忙
期
に
お
け

る
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
へ
の
配

慮
要
請

　

政
府
系
金
融
機
関
等
に
対
し
、

年
度
末
の
資
金
需
要
へ
の
配
慮
等

を
要
請
。

　

相
談
窓
口
と
し
て
「
年
度
末
金

融
円
滑
化
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開

設
、
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
速
や
か

に
金
融
機
関
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
グ

す
る
と
と
も
に
、
検
査
・
監
督
に

活
用
。

④
地
域
の
面
的
再
生
・
活
性
化
に

向
け
た
対
策

　

中
小
企
業
金
融
公
庫
の
「
挑
戦

支
援
資
本
強
化
特
例
制
度
（
劣
後

ロ
ー
ン
で
四
月
か
ら
実
施
）」の
よ

う
な
十
分
な
資
本
性
が
認
め
ら
れ

る
借
入
金
は
、
資
本
と
み
な
し
て

融
資
先
企
業
の
債
務
者
区
分
を
査

定
出
来
る
旨
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
改
訂
。

◆
融
資
の
ご
相
談
・
お
申
し
込
み

お
気
軽
に
地
元
商
工
会
へ
ど
う
ぞ
。

・
日　

時　

三
月
七
日�

　
　
　
　
　

午
後
一
時
〜
五
時

・
場　

所　

富
山
県
弁
護
士
会
館

　
　
　
　
　

（
富
山
市
長
柄
町
）

お
問
合
先　

富
山
県
弁
護
士
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
―
４
２
１
―

４
８
１
１

中
小
企
業
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

富
山
県
弁
護
士
会

３
／
７
»
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